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1 縁起を担ぐ出雲流庭園 

出雲流庭園には、数々の不思議がある。庭木が常緑樹に限られることも謎である。 

常緑樹で構成されている庭では主木として必ずクロマツを植え、準主木にイヌマキ

を植える。主木がクロマツと並んでイチイやイトヒバを植える地域もある。 

この庭には、クロマツなどの主木を囲むように「出雲の七木」といわれるモッコ

ク、モチノキ、モクセイ、タラヨウなどが植えられている。 

庭づくりが盛んな京都など他の地域では、生活に余裕が出てきた人々が、屋敷を

飾り、鑑賞のため美しく庭を仕立てる。しかし、出雲地方では違う。庶民が競って

庭を造る。一度に庭を完成できなくても，コツコツと庭を仕上げる。作庭を手伝う

庭師も異なれば敷地の形状も様々であるのに、庭の意匠は似通っており、植えられ

ている庭木は、ほとんど同じ種で個性がない。 

何故，庭の個性をなくして同じに庭木を植えるのか。庭を調査していると、庭の

当主から庭木の縁起の善し悪しを聞くことが多い。 

今回は、出雲の庭では「縁起を担ぎ、邪気を払う」手段として庭木を植えているの

ではないかと仮説を立て、検証を試みたい。 

 

2 科学技術と縁起 

科学技術の発展した現代で「邪気を払う」とか「縁起を担ぐ」という言葉は死語と

なったのだろうか。 

昨今の異常気象による災害を見ても人知を越えていることは明らかである。特に

農業では、栽培技術が発達した現代でも大きな災害には弱い。冷夏になると不作に

なる。暴風と水害はリンゴなどの果実を落とし、稲をなぎ倒し、農地を洗い流して

しまう。そのため、人々は毎年、五穀豊穣を祈るため祭りや数々のお呪いをしてい

る。 

「邪気を払う，縁起を担ぐ」という言葉は、どのようなときに使われるのだろう

か。 

人々は，子どもの健やかな成長を願い、人

知を越えた災害や困難を克服するため、節句

の行事や祭りをする。邪気を払い縁起を担ぐ

のである。人々は、科学的な根拠はないと知

りながら、日々の安心と安寧を求める手段と

して行っていると思っている。 

左の写真は、2019 年 5 月開催された「松江

ホーランエンヤ」である。この船神事は十年

ごとに立夏を過ぎた 5 月の中頃に開催する



大祈祷の祭りである。歌舞伎の出で立ちで綱を締めた剣櫂が風を切り船の安全と五

穀豊穣を祈っている。 

最近は灌漑設備が整い、栽培技術は進歩しているが、今でも遅霜や冷風の被害を

完全に防ぐとこは困難である。江戸時代の三大飢饉は、すべて冷害によるものだっ

た。 

五穀豊穣を祈る祭りは田植え囃子など田畑で行うものがほとんどである。凪の海

で大漁を願う船上での祭りホーランエンヤが、五穀豊穣を願う農民の祭りとなった

のは何故だろうか。私は、大橋川を吹き抜ける冷たい風から作物を守る農民たちの

願いから始まったのだろうと考えている。 

人知を越える災難に対し現代の科学技術でも完全に立ち向かうことはできない。

人々は安寧な暮らしを守り，安心して暮らすため、「邪気を払い、縁起を担ぐ」お呪

いをしてきたのである。 

 

3 現代の七難八苦 

戦国時代の武将山中鹿助は「願わくば我に七難八苦を与えたまえ」と三日月に祈

った。七難とは仏教用語であり、人間が受ける七つの災難・難儀をいう。法華経や

薬師経、仁王経などで定義は異なるが、私に現代の七難を問われれば、洪水、落雷、

暴風、地震、日照り、寒冷，大火の七つをあげる。 

予期せぬ事故や防ぎきれない災害は毎年多く発生している。落雷対策では避雷針

を造り、耐震化、河川改修など様々な防災対策を続けているが、昨今日本各地で発

生している異常気象はこれまでの想定を超えており、現代の科学技術では完全に防

ぐことができない。 

災害対策以外でも、人の命を守る医療技術や自動車をはじめとする様々な機器の

安全対策が進んでいる現代であっても予期せぬ事故は発生し、病気は子どもたちを

苦しめる。 

人々は日々努力を続けてはいるが、不安を完全に払拭することは

できない。そのため建築前に行う地鎮祭や工事

の安全祈願祭などを行い、様々な単位で安寧、安

全と繁栄を願う。その最小単位が家庭であり、生

活の場となる家と屋敷であると考えている。そ

こでは今でも節分には「鬼は外、福は内」を行

い、七夕、節句などの暦の節目に祭りを行い、子

どもたちの健やかな成長や家内安全を願う。 

右の写真は、出雲流庭園のある家の玄関に貼ら

れているお札である。出雲大社の地鎮祭と出雲

屋敷として守護を示すお札や防災と福招きの御

利益があると言われる「蘇民将来の子孫」と表記されたお札が玄関を守っている。 

これらのお呪いが、実際に効果があると信じている人は少ない。しかし、これら

の行事が予想の付かない災難や苦難から逃れ、人々の安心と心の安寧を醸し出す効

果があると思っている。 



4 出雲流庭園の不思議 

出雲の庭は不思議である。出雲地方を空から見ると、点在する屋敷には敷地の大

小に関わらず、同じデザインの庭が無数あることがわかる。農家を中心とした庶民

の庭である。 

その庭は、基本的な作

庭 仕 様 は皆同 じ で あ

る。 

池泉のない枯山水様式

で、庭は南向きの客間

に面し，南から南西に

造られている。立石や

灯籠の種別や配置も同

じである。先にも述べたが、庭木は常緑樹に限られ、樹種も特定のものが植えられ

ている。  

他の地方では、生活に余裕ができると庭を造るが、収入が低い庶民が鑑賞する庭

を造ることは少ない。農家の庭といえば収穫した穀物や野菜を干すなどの農事に使

う空き地をいうことが多い。 

しかし、出雲では屋敷の大小に関わらず庭を造り、その基本的な意匠は皆同じで

ある。このことから、このような庭を出雲流庭園と称している。 

出雲の庭といっても寺院の庭は地泉式あれば枯山水の庭もあり、様々な意匠で作

庭された個性豊かな庭となっている。一般的に庭師は地形や敷地に合わせ、石組み

や植栽の配置を考え築庭する。庭木は、四季折々を楽しむため落葉樹のモミジや低

木のツツジを植栽する。同じ庭師が作庭しても意匠が同じになることはない。 

 出雲流庭園は、そのような作庭思想を持たない。また、他の地方では庭を造るこ

との少ない農家をはじめとする庶民の庭である。 

 

5 出雲流庭園は［常磐木の庭］ 

紅葉を楽しむモミジなどの落葉樹は植えず、常緑樹だけ植栽した庭を「常磐木の

庭」と呼ぶ。常緑樹は常に葉を緑に保つことから、常磐木の庭は生気あふれる庭と

して珍重されてきた。しかし、季節感を重視する日本人にとって四季の変化に乏し

い常磐木の庭は、作庭される機会も少なく日本庭園としては特別な仕様である。 

出雲流庭園は、モミジなどで四季の移ろいを楽しむ他の地域の日本庭園と異なり

常磐木の庭となっている。 

右の庭は出雲市斐川町の個人庭園であ

る。南西に大きな立石、南東に立灯籠、北

西には雪見灯籠を配し、ほとんどの庭木は

常緑樹の典型的な出雲流庭園である。しか

し、雪見灯籠の右横にモミジが植えられて

いる。庭の当主は、「本当は花が咲く木や

紅葉の楽しむモミジを庭には植えてはい

中央に雲竜型クロマツ南西端に大きな立石 

南東側に立灯籠、西または北西側に雪見灯籠 

出雲流庭園の流儀 



けないだよね。」と説明する。四季折々の変化の楽しむため美しいモミジを植えた

庭づくりに対し、一抹の不安を吐露されたと感じた。やはり出雲流庭園は常磐木の

庭であると再認識したものである。 

平安時代に書かれたと言われる庭園書である作庭記には「東には花の咲く木を植

え，西には楓のような紅葉する木を植えよ」とか「池の島には松や柳を植え、釣殿

の近くには楓のような夏に木立が涼しそうな木を植えよ」とある。 

右の写真は、妙心寺塔頭である退蔵院「元

信の庭」である。京都の庭園ではまれな常

緑樹の庭として名高い。 

室町時代の画家狩野元信が作庭したと言わ

れている枯山水式庭園で、国の史跡名勝に

指定されている。名園であるが、モミジな

どの紅葉を楽しむことはできない。京都で

はまれな造園デザインの庭であることか

ら、人々は他の庭と区分して「常磐木の庭」

言う。画家である元信は、自分の絵を立体的に表現するため庭を造り、絵と同じよ

うに一年中変わらない「不変の美」を求めたと解説される。 

常磐木の庭を作ってきた出雲の人々は元信と同じように常緑樹に不変の美を求め

て庭を造ってきたのだろうか。 

 

6 出雲では縁起が良い七木を植える 

出雲流庭園には「縁起の七種の木を植える」とか「樹木名に『も』がつく木を植え

る」という伝承が残っている。出雲流庭園には、クロマツを庭の中心に据え、周辺

にはモチノキ、モッコク、イヌマキなどを植栽する。 

熟練の庭師に出雲の庭に植える木は何故どこの庭も同じ

であるか尋ねた。庭師曰わく「出雲では庭には縁起の良い

木を植える。」「七種の木を植えると良いとされており、『庭

には七木を植える』と言い伝えられている。そのため、ど

こも庭も同じような木となっている。」との答えであった。

その中に主木として使われているクロマツとイヌマキが入

っていないことを尋ねると、「それは別格である。神や仏の

木である。」との答えである。 

出雲地方といっても広い。庭の主木は、クロマツに加えて、

奥出雲ではキャラボク、雲南や安来の庭には，ヒヨクヒバを見かけることが多い。

これらも神の木であろうか。 

出雲の七木とクロマツなどの庭の主木は、すべて常緑樹であり、花は咲くが、小

さく目立たない。日本最古を作庭書「作庭記」で庭木として推奨している木立が涼

しそうな落葉樹や花の咲く木、紅葉が美しいモミジなどは、出雲流庭園では御法度

の木となるのである。 

 



7 庭の七木とは何か 

出雲流庭園で庭に植えると縁起が良いという七木は次の表のとおりである。 

調べると庭に七木を植えると縁起が良いという伝承は、出雲から周辺の地域に広

がっている。鳥取県、岡山県、広島県にその伝承が残っていた。いずれの地域も出

雲の隣接地域である。出雲大社から各地に出かけて布教した御師や大社分院の設立、

出雲から転居した人々の作庭など様々な要因から出雲の七木広がったのではない

かと考えている。 

地名 1 2 3 4 5 6 7  

出雲 

七木 

モッコク モチノキ モクセイ タラヨウ ナギ ナンテン アリドオ

シ 

 

伯耆 モッコク モチノキ モクセイ タラヨウ ナギ ナンテン  クロマツ 

備前 

七木 

モッコク クロガネ

モチ 

キンモク

セイ 

  ナンテン  クロマツ

シイノキ

ウバメガ

シ 

備後 

七木 

モッコク  モクセイ タラヨウ ナギ ナンテン  ウバメガ

シ 

シイノキ 

このような伝承は、文書で残っている訳ではなく口伝てであるから途中で変わっ

たことも考えられるが、樹種選定の基本は同じであり、すべて常緑樹である。 

しかし、不思議なことに同じ島根県でも出雲の西、石見地方では、庭の七木の伝

承は聞かれない。出雲と石見は隣り合わせである。人々の交流も多かったのにと思

うと謎は深まる。縁起を担ぐとか邪気を防ぐという風習は出雲独特の風習ではない

はずである。調査不足かもしれない。今後とも探求したいと課題であると思ってい

る。 

 

8 七木の効能を検証 

邪気を払い縁起が良くなるといわれる出雲七木はどのようにして選定されたので

あろうか。選定の根拠を検討すると，樹木の形態から選ばれたものと樹木名から選

ばれたものとがあることが解る。 

1）樹木の形態 

樹木の形態からから選ばれたものは、モクセイ、アリドオシの二つである。 

・モクセイ モクセイの仲間と特徴は葉に鋭い棘があ

ることである。出雲流庭園では、庭木として

植栽することもあるが、右の写真のように

庭の外周の生垣として利用する。金神など

の邪気の屋敷への侵入を防ぐものである。

各地に節分にはイワシとヒイラギを玄関に

飾るという風習も同じ理由からである。 



・アリドオシ かつては庭木として手水鉢の脇などに植えられていたが、葉の付け

根に鋭い棘があり嫌われ、出雲流庭園でも現在はほとんど見られない。

かつてはヒイラギと同じように邪気を防ぐ大切な庭木であった。 

2）樹木の名の語呂合わせ 

 日本では昔から好字が好まれ、縁起の良い文字として子どもの名付けの時にも考

慮される。言葉には言霊があり、その効力は大きいと考えられるからである。 

そのため、出雲流庭園では、樹木の名の語呂合わせを考え、縁起の良いものを選

び庭木とした。        

・モッコク 剪定整枝にも耐えられる庭木の王者で

ある。 

モミジなどで着飾る京都の庭園などに

も多く植えられている。名に「も」の付く木

を植えると縁起が良いという伝承もあり、

出雲流庭園では、クロマツと並び必須の庭

木となっている。「もつ」の語呂合わせで金

銀を持ってくる、金持ちになる木というこ

とになっている。右の写真は、出雲市大社町

の手銭邸庭園である。左側にモッコク、灯籠

を挟んで右側にクロマツが植えられてお

り、象徴的な出雲の庭となっている。 

・モチノキ モッコクとにた語呂合わせで、「もち」で金持ちなる木であり人との

付き合いを保つにつながる木と言われている。出雲流庭園は、庶民の庭、

農民の庭であることは前にも述べたが、田植えや稲刈りなどの農作業は

共同作業である。隣近所との付き合い無くして農作業はできない。金持

ちになることを願うだけでなく、年間の農作業がうまくいくことも願う

大切な庭木である。 

・ナギ   風がやんで穏やかになる「凪」と語呂合わせをして、家内安全、航路

安全を約束する。イチョウなどと同

じ単子葉植物であり、葉が横の裂け

ないことから夫婦円満の木と言われ

ることもある。右に写真は、松江ホー

ランエンヤ伝承館の庭のナギであ

る。ホーランエンヤは風を鎮めるお

祭りだと先に述べた。風を切る剣櫂

を舞い、波が鎮まり穏やかな凪をも

たらすナギを庭に植えることは、安全な日々と五穀豊穣、大漁を願う人々

の思いが詰まっている。 



・ナンテン ナンテンは最も知られている語呂合わせの一つで，難を転じるという

木である。全国的にも鬼門（北東）裏鬼

門（南西）封じに使われている。また、

ナンテンの葉には抗菌作用のある「ナ

ンジニン」が含まれており、縁起だけ

でなく実用性もある木である。 

右の写真は、京都の鬼門を封じる出雲

幸神社の参道である。門前の古くからの

家の軒先には、赤い実をつけたナンテンが植えられている。 

3）形態と名の語呂合わせ 

・タラヨウ 葉の裏に文字が書けることから郵便局の木

といわれ、主要な郵便局で見ることができる。

鳥取と安来の郵便局では写真のとおり玄関を

飾る。 

庭木としては、「たら」の語呂合わせで俵が積み

上がり豊作を願う縁起を担ぐ。赤い実を

たくさんつけることから「子孫繁栄・子

沢山の木」、葉に鋭い棘があることからモ

クセイと同じように「魔除けの木」とい

われる。右上の写真は、出雲大社境内の

タラヨウである。庭から屋根を越える大

木となっている。 

8 主木は七木を超える縁起・吉祥木 

出雲流庭園に植えられている七木は、庭の脇役である。庭の中心に主木として据

えられることはない。 

庭の中心の主木は、クロマツである。準主木となるイヌマキも植えられることが

多い。雲南から奥出雲では、キャラボク（イチイ）やイトヒバが庭の中央を占める。

数は少ないが、落葉樹のアオギリやエンジュ、キササゲが植えられた庭もある。 

これらの主木と準主木は、七木のように単に名の言霊や葉や実の付け方などの形

態から縁起を担ぐのではない。神仏を迎える役割を庭木に持たせ、漢詩や中国の伝

説にちなむ樹種が選ばれており、出雲の人々の庭への思いの深さに驚かされる。 

・クロマツ 主木として庭の中心に据えられる。出雲流庭園

では必須の庭木である。樹形は、龍が雲を切り裂

き天に昇る姿をイメージする「雲龍型仕立」とす

る。神を待つ木、神を祀る木といわれ大切にされ

ている。左の写真は、島根県庁前庭の雲

龍形仕立のクロマツである。独特の仕

立型であり他の地域では、クロマツは

右の写真のように頭を丸く仕立てるこ

と仕立てることが多い。（東京都浜離宮

庭園）  



・イヌマキ  出雲では「高野槇：こううやまき」の名で呼

ぶ。コウヤマキは、高野山では霊木として大切に

保護されている。出雲流庭園には必ず植えられて

いる縁起木である。出雲では、右の写真のように

玉散らしに仕立てることも多い。その姿が龍のよ

うに見え、縁起が良いといわれている。 

 

・イトヒバ（ヒヨクヒバ） 針葉樹で雲南から安来にかけて

植えられている吉祥木である。左

の写真のように長くしだれた葉が

特徴である。樹木名のヒヨクヒバ

は、比翼の鳥にちなむ。右図は、

ウィキペディアに掲載されている

比翼の鳥である。雌雄各 1 目 1 翼

で、常に一体となって飛ぶとい伝

説上の鳥で夫婦円満の象徴になっ

ている。平家物語では、「天に住まば比翼の鳥、地に住まば連

理の枝とならん」と説く。 

 

 9 出雲流庭園の落葉樹 

出雲流庭園は、常磐木の庭、落葉樹は植えてはならないとの伝承があることは、

先に述べた。しかし、アオギリとエンジュを植えている庭に出会うことがある。 

エンジュは、語呂合わせでは「延寿」であり、長命の願いを叶えると考えると解り

やすい。 

しかし、何故アオギリを庭に植えるのか，その謎解きには時間がかかった。 

アオギリは、たたらを生業としていた絲原家や櫻井家などの鉄山師，豪商など特

定の職業の人々の庭で見ることができる。たとえ豪農であっても農家の出雲流庭園

には植えられていない不思議な庭木である。検討を進める中でアオギリの漢名「梧

桐」から謎解きが進んだ。 

右の写真は、奥出雲町の鉄山師である絲原邸庭園の

アオギリである。葉も他の庭木と比較しても不釣り合

いに大きく、整枝剪定も難しく庭木としては失格の木

である。 

しかし、その吉祥を求めて、鉄山師は庭に植えたこと

が解った。 

・アオギリ 漢名は梧桐。立秋を知らせる神の木、台

風の化身の鳳凰が羽を休める吉祥木。 

明代の農学者、王象晋によって編纂され

た農学書に 

梧桐 是神木 一葉落知 天下秋 

（あおぎりは、神の木 立秋に一葉落ちて 

秋を知らせる） 

さらに中国後漢の経学者 鄭玄の書には、 

鳳凰之性 非梧桐不棲 非竹実不食 

（鳳凰は、アオギリ以外の木には棲まない、竹の実だけを食べる） 

と書かれている。 



鉄山師たちは、農民との約束で、たたら操業と鉄穴（かんな）流しは、秋分から春

分までと決められていた。鉄山師にとって立秋は鉄穴流しを始めるための準備をす

る大切な時期である。台風の化身で鳳凰がもたらす雨は、渇水期に入ってからの鉄

穴流しに必要な水を供給してくれる大切な吉祥の鳥である。 

たとえアオギリが庭木として不釣り合いであってもその吉祥を捨てるわけにはい

かなかったと考えている。 

 

10 出雲流庭園の特異性とその持続性 

出雲流庭園における庭木は、剪定整枝された姿の美しさとともに家族の安寧と幸

福を願う祈祷の役割を持っていることは理解していただいたと思う。 

他所と比べる人口の少ないことから出雲地方は家屋敷の数は少ないが，庭を造っ

ている人々はひときわ多い特異な地域である。祈祷の役割を持つ庭、出雲の人々が

出雲流庭園という個性の少ない庭を造り続けてきた理由はこのことだったのであ

る。 

本稿では庭木に着目して出雲流庭園の特徴を示してきた。その他にも、この庭で

は灯籠や立石、飛石などの意匠や配置も似通っており類似性が高い。何故だろうか。 

その謎解きは、出雲流庭園が江戸の中期から現代まで連綿の作庭され続けてきた

理由を解明することに繋がる。灯籠や立石にも邪気を防ぎ、縁起を担ぐお呪いがあ

ると考えると解りやすい。 

調べている途中ではあるが、この庭には農事暦も隠されていると思っている。季

節感がないといわれる常磐木の庭に農業で大切にされる立夏、立秋などの暦が読み

取れるのである。このことについては、別の機会に整理していきたい。 

 

11 庭は屋敷の境界を守り邪気を払う 

人々の暮らしの中には様々な境界がある。国を分ける国境、都道府県や市町村に

も境界がある。人間以外の動物でも分布域や縄張

りがあるが，きちんと境界線が引かれているわけ

ではない。境界を大切にするのは、人間だけであ

る。 

人々の境界で最小単位は、家屋敷の境である。個

人だけでなく社寺もきちんと境界を守っている。

出雲の人々は、庭の邪気が侵入する方位に棘のあ

るモクセイの生垣を設けるなどして境界を定め防

御を固めている。 

社寺は、入口には鳥居や山門を要して境界を定

めているが、反対の裏側はどうなっているのであ

ろうか。 

  本年度、庭園部会では益田市と山口市で雪舟

ゆかりの庭を調査した。雪舟の庭は、不老不死を

願い蓬莱石や鶴石や亀石を据え、須弥山石・三尊

庭の境界 蓬莱石 

益田市 医光寺雪舟庭園 



石を配するなど禅の世界を池泉式庭園で表そうとしていると言われている。これ

らの写真は、すべて雪舟の作庭であり禅の世界を表す庭でとなっているが、その

意匠は個性的である。 

しかし、共通点がある。蓬莱石である。この石は、庭の園の一端、裏山との境界

に据えられている。海の彼方にある蓬莱をかたどる蓬莱石は、庭の境界を示す大

事なサインだと感じたものである。 

邪気などは非科学的で迷信だから信じることはできない。その通りであり、そう

思う人も多いと思う。 

しかし、家を建てる時に行う地鎮祭、子どもの健やかな成長を祈る節句や宮参

り、七五三など邪気を払う行事はたくさん残っている。科学的に効果を求めるの

ではなく，心の安心感を得るためのものであり、これらの行事が全く無駄なもの

とはいえないと思っている。 

足立美術館など鑑賞を目的にした庭づくりでは、このような事例が観察できない

が、社寺や出雲に庭では境界で邪気を払う仕掛けが隠されている。 

境界で邪気を守り縁起を担ぐ庭は、様々な危険に囲まれている現代でも大切なも

のであると思っている。人々が安心して暮らすため、屋敷の境界となる庭に様々

な仕掛けを設け、邪気だけでなく不審者の侵入を防ぐことができるなら、庭の役

割は大きい。 

これから屋敷を構え、家を建てる人々に美しいだけでなく心の安らぎと防犯に役

立つ庭づくりを広めることは面白いと思っている。これまで作り続けられた出雲

流庭園の庭づくりの技術は、人々が安心して暮らせる出雲地方のまちづくりに貢

献できるのではないかと夢見て本稿を終とする。 

                             以上 

 

 

山口市 常栄寺雪舟庭園 益田市 萬福寺雪舟庭園 


